
At-A-GlanceCisco VN-Link 仮想マシン対応ネッ トワーク /スト レージ サービス

イン トロダクシ ョ ン

統合を目的として企業がサーバ仮想化に投資するときは、 リ

ソース アジリテ ィ （俊敏性） 、 ハイアベイラビリテ ィ、 エネ

ルギー効率などの領域にも目を向ける必要があります。 仮想

マシン （VM） の移動を可能にする機能、 つまり 「ライブ マ
イグレーシ ョ ン」 はサーバ仮想化の価値の中核ですが、 さま

ざまな課題が存在するために、 このテク ノロジーはいまだ広

く採用されずにいます。 その課題とは、 1) セキュリテ ィおよ

びポリシーを VM レベルで適用してポリシーを VM と共に移

動することができない、2) VM の可視性が欠如しているため、

アカウンテ ィ ングおよびト ラブルシューテ ィ ングが困難であ

る、 3) 仮想環境を取り入れると組織の問題が発生するという

ものです。

Cisco VN-Link の導入

Cisco® VN-Link は、 このような課題に対処するために開発さ

れたテク ノロジーです。このテク ノロジーがサーバ、スト レー

ジ、およびネッ トワークの管理ド メイン間の橋渡しとなって、

ある環境での変更を別の環境に伝えます。たとえば、VMware
ESX 環境で VCenter を使用して VMotion を開始する、または

ある物理サーバから別の物理サーバに VM を移動すると、 こ

のイベン トがデータセンター ネッ トワークと  SAN に通知さ

れ、該当するネッ トワーク  プロファイルとスト レージ サービ

スがその VM と共に移動します。

Cisco Nexus 1000V 仮想スイッチ

Cisco VN-Link ネッ ト ワーク  サービスの最初の実装は、

VMware ESX 環境のために設計された Cisco Nexus™ 1000V
仮想スイッ チに組み込まれています。このスイッ チは VMware
の DVS テクノ ロジーを使用して  ESX ハイパーバイザと直接

連携するので、 密接に結合された運用環境が実現します。 

VN-Link スト レージ サービス

VN-Link スト レージ サービスは、Cisco MDS ファイバ チャネ

ル スイッチで構築されるファイバ チャネル ファブリ ックに

組み込まれます。 既存の SAN のファブリ ック  モデルを変更

する必要はありません。

利点

Cisco VN-Link サーバ仮想化テク ノロジーは、1 つのデータセ

ンターのすべての物理サーバおよび仮想サーバを一貫した

ネッ トワーク  ポリシーで管理するのに役立ちます。

VM ネッ ト ワークの特性をポリシーに基づいて構成する

• ネッ トワーク、セキュリテ ィ、およびスト レージのサー

ビスがリアルタイムで連携するように構成

• VM を中心とする一貫した管理モデルによって、サーバ

管理の効率と柔軟性が向上

移動可能な VM のセキュリテ ィ /ネッ トワーク  ポリシー

• VMotion イベン トの発生時は VM と共にポリシーが移

動するため、ネッ トワーク、 セキュリテ ィ、およびスト

レージのポリシーが維持されます。

• VSwitch またはポート  グループの構成がサーバ間で異

なるこ とが理由で DRS またはライブ マイグレーシ ョ

ンに影響が及ぶことを防ぎます。

• 堅牢なメカニズムを通して、ビジネス継続性、パフォー

マンス管理、 およびセキュリテ ィ  コンプライアンスが

実現します。

透過的で柔軟かつ一貫性のある管理モデル

• データセンター内の VM および物理サーバの管理と運

用環境を統一されたものにします。

• 既存の VMware 運用モデルを維持しながら、 物理ネッ

トワークと同じネッ トワーク  ポリシーを仮想インフラ

スト ラクチャに適用することができます。

• ネッ トワークにおける運用の一貫性と可視性を通して

TCO を削減します。

• サーバ、ネッ トワーク、 セキュリテ ィ、およびスト レー

ジの各チーム間の柔軟なコラボレーシ ョ ンを実現する

一方で、 さまざまなタイプの組織境界 （サイロ型、統合

型、ハイブリ ッ ド型） の設定が可能であり、個々のチー

ムの自律性も維持されます。

関連情報

詳細については、 http://www.cisco.com/jp/go/vnlink/ および

http://www.cisco.com/jp/go/nexus1000/ を参照して ください。
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